
山梨県では、テストベッドの聖地化を目指して山梨県全域を対象にした最先端技術やサービスの社会実証プロジェクトを
募集します。実証エリアを問わず、最終的な社会実装に向けて自治体職員が全面的にサポートします！

第4期実証実験
サポート事業

主　催：山梨県
事務局：有限責任監査法人トーマツ

山梨県が実証実験支援に取り組む理由

　近い将来、品川・名古屋間でリニア中央新幹線が開業し、山梨県には中間駅としてリニア駅が設置されます。
これにより、本県は東京都心から２５分、名古屋から４５分で結ばれ、時間距離の劇的な短縮、飛躍的なアクセス
向上が見込まれます。
　山梨県ではリニア開業を機に、本県が国内外の皆様の目的地として選ばれるため、目指す姿として、テスト
ベッドを突破口に最先端技術で未来を創るオープンプラットフォーム山梨を掲げました。地域特性を活かした実証
実験が盛んに行われる環境づくりを進め、最先端技術で世界に貢献する山梨の実現に向けて挑戦していきます。

※その他、プロジェクトのPRや県内でのワークスペースの確保等採択企業に必要な全ての支援を行います。

プロジェクト募集期間

令和4年12月19日 令和5年1月31日～ 正午

山梨県全域を
対象にした
実証フィールド
の調整等

専門家による
アドバイス

最大750万円の
経費支援
（補助率3/4）

山梨県の
サポート内容



問い合わせ先 電　話：055-223-1363(直通）担当:箭本
メール：yamoto-uhxkr@pref.yamanashi.lg.jp

山梨県リニア未来創造局
リニア未来創造･推進課

未来創造インフォで検索

応募方法

過去の採択企業の声

https://www.pref.yamanashi.jp/try_yamanashi/support/news5.html専用Webサイト

全体スケジュール 募集開始令和4年12月19日

早期参加意向表明特典期限令和5年1月13日正午

事業提案書・参加意向表明期限月 日1 31 正午

書類審査結果通知月下旬(予定）2

プレゼン審査会月3 中旬(予定）

実証実験実施プロジェクト採択から9月末まで

成果報告会 ※採択者全員が出席10月(予定）

1月13日正午までに参加意向表明を
完了し、かつ、希望される方には、
山梨県への質問・確認事項の回答に
加え、一次審査に向けて具体化が
必要なポイント等についてフィード
バックいたします。

早期特典

全国展開の礎
サポート頂いた小菅村での実証実験により、ドローン配送と陸送を連携し、地域課題を
解決する新たな物流インフラ「新スマート物流SkyHub®」が事業の検証を経て実装まで
移行でき、全国展開の礎となりました。
実証期間終了後も変わらず山梨県の担当の方に伴走頂いています。

株式会社エアロネクスト
コミュニティマネージャー 近藤建斗様

大学病院との連携が実現
実証実験サポート事業のおかげで、本来、スタートアップではなかなか簡単に連携でき
ない大学病院との実証実験を短期間で実施することができました。
医療機関での信頼性の高いデータの取得に加えて、学会等での
発表など医療分野での活用の可能性を見出していただきました。

トリプル・ダブリュー・ジャパン株式会社
取締役COO 小林正典様

山梨県発の新しいインフラビジネス創出への道筋
山梨県からはプロモーション、県内事業者とのマッチング、事業化に向けた実務検討と、
幅広いご支援をいただきました。
半年の実証期間でありながら、多数のメディア掲載、具体的な商用案件の引き合いも得
て、山梨県発の新しいインフラビジネス創出の道筋がつきました。

U3イノベーションズ合同会社
ダイレクター 川島壮史様


